
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所 東 大 
コード番号 6581 URL http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 加藤  清
問合せ先責任者 （役職名） 広報室長 （氏名） 吉成 雅人 TEL 03-5783-0601
四半期報告書提出予定日 平成22年11月15日 配当支払開始予定日 平成22年11月30日
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト向け）

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 59,494 5.9 991 △54.6 1,010 △55.2 143 △80.2
22年3月期第2四半期 56,168 △32.0 2,182 △78.5 2,256 △75.6 724 △87.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 1.41 1.41
22年3月期第2四半期 7.14 7.14

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 140,018 102,711 72.7 1,004.18
22年3月期 144,347 106,732 73.3 1,043.41

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  101,829百万円 22年3月期  105,802百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 6.00 6.00 6.00 6.00 24.00
23年3月期 6.00 6.00
23年3月期 

（予想）
6.00 6.00 24.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 121,000 5.2 4,200 15.5 4,100 12.7 1,600 65.3 15.78



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は、主要市場の経済状況の変動、為替相場の変動、原材料価格の変動など様々な要因により、大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 0社 （社名 ）、 除外 0社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 123,072,776株 22年3月期  123,072,776株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  21,667,430株 22年3月期  21,672,513株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 101,401,679株 22年3月期2Q 101,395,591株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、世界経済が概ね回復基調にあるものの力強さに欠けた緩やかな回復にと

どまりましたが、新興国への拡販や先進諸国での販路の拡充に努めたことなどから、５９４億９千４百万円（前年

同期比６％増）となりました。 

 利益面においては、総コストの低減や最適地生産の見直しに積極的に取組みましたが、大幅な円高の影響を受け

たことなどから、営業利益９億９千１百万円（前年同期比５５％減）、経常利益１０億１千万円（同５５％減）、

四半期純利益１億４千３百万円（同８０％減）となりました。 

［セグメント別状況］ 

①電動工具事業 

 日本においては、ホームセンタールートの強化やアクセサリ（消耗品）の拡販に努めたものの、長引く住宅投資

や公共投資の低迷の影響などから、売上高は前年同期比１％の減少となりました。 

 北米においては、大幅な円高や住宅投資の長期低迷の影響を受けましたが、ホームセンタールートの強化や大手

量販店への拡販などにより、売上高は前年同期比５％の増加となりました。 

 欧州においては、為替面で引き続き大変厳しい状況となりましたが、ロシア・東欧で景気回復基調が鮮明になっ

てきたことやイギリス、フランスなどで大手量販店との取引拡大に努めたことなどから、売上高は前年同期比６％

の増加となりました。 

 アジア、その他地域においては、高い経済成長を示したインド、中国など新興国において販売店の新規開拓や営

業強化を図ったこと、豪州が堅調に推移したことなどにより、売上高は前年同期比２６％増となりました。 

 その結果当事業の業績は、売上高５６５億７千２百万円（前年同期比６％増）となりました。営業利益について

は、最適地生産のさらなる推進やコスト管理の徹底などに努めましたが、為替が大幅に円高で推移したことなどか

ら大きく減少し、１億４千４百万円（同９０％減）となりました。  

②ライフサイエンス機器事業  

 日本においては、新規顧客の開拓に積極的に取り組む一方、自動遠心機の需要増などにより売上が好調に推移し

ました。一方、海外においては、欧州、アジアでは厳しい状況が続いたものの、北米では超遠心機や冷却遠心機な

どを中心に需要の回復がみられ堅調に推移しました。 

 その結果当事業の業績は、売上高２９億２千２百万円（前年同期比８％増）、営業利益８億４千７百万円（同 

２３％増）となり、営業利益率２９％と高水準を維持することができました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期における総資産は、１，４００億１千８百万円であり、前連結会計年度末に比べて４３億２千８百

万円の減少となりました。このうち、流動資産は１，０８１億７千１百万円となり、２１億６千９百万円減少しま

した。これは主に、為替の影響もあり受取手形および売掛金やたな卸資産が減少したことによるものです。 

 負債は、３７３億７百万円であり、３億７百万円減少しました。これは主に、為替の影響などにより借入金が減

少したことによるものです。 

 純資産は、１,０２７億１千１百万円であり、４０億２千１百万円減少しました。これは主に、円高の影響によ

り為替換算調整勘定が変動したことによるものです。  

②キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、仕入債務の増加や税金等調整前四半期純利益などにより、 

４４億２千３百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の売却などにより、１億２千６百万円の収入とな

りました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払１２億１千４百万円などにより、１４億５千１百

万円の支出となりました。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前年度末残高から２４億７千７百万円増加し、２７５億

９千８百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済環境をみますと、世界経済は、先進国の停滞に加え新興国の高成長が一服しつつあり、全体の回復基

調は鈍化するものと思われます。 

 このような状況下、当社グループは次の施策を実行してまいります。 

［当社グループの施策］ 

 電動工具事業では、ボリュームゾーン向け新製品を筆頭にしたエンジン工具の拡販、底堅い需要のある園芸工具

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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市場への新製品の投入、当社独自の技術による他社にない戦略製品に代表されるリチウムイオン電池製品の積極拡

販、新興国・資源国市場の徹底攻略、日米欧のホームセンタールートのさらなる強化などにより、売上の確保に努

めてまいります。 

 また、ライフサイエンス機器事業では、厳しい市況の中、国内主要取引先である大学官公庁研究施設における需

要の確実な取り込み、材料系市場の開拓、海外販売代理店とのアライアンス強化、ワクチン市場への新製品の積極

ＰＲなどにより、引き続き高い業績の維持を目指してまいります。 

 一方、収益に関しましては、総コスト低減の推進、全製造拠点での原価低減の断行、物量の確保による固定費の

回収、エンジン工具をはじめとした最適地生産のたゆまぬ追求などにより、為替変動等に耐え得る強靭な収益体制

の確立を図ってまいります。 

［連結業績予想］ 

 業績予想につきましては、本日（平成２２年１１月８日）公表の「過年度決算短信の一部訂正等について」のと

おり当第１四半期決算を訂正するとともに、あわせて第３四半期以降のドイツ子会社の業績見込みの見直しも行い

ました。さらに、世界経済の回復鈍化による需要の動向や為替の動向などを加味して、本日別途公表の「業績予想

の修正に関するお知らせ」のとおり修正いたしますので、ご参照ください。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ①固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に 

      よっております。 

    ②税金費用の計算 

     税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

     適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

     ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

     税率を使用する方法によっております。 

          なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  ①連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

  従来、12月末日又は２月末日を決算日としている連結子会社10社は、連結決算日との差異が３ヶ月以内である

  ため、当該連結子会社の決算日の財務諸表に基づき連結財務諸表を作成し、連結決算日との間に生じた重要な

  取引については必要な調整を行っておりました。 

  今般、より適切な経営情報を把握するため、当該連結子会社10社について仮決算又は決算期の変更の検討を進

  めた結果、実務上の対応が可能となったため、当第２四半期連結累計期間より、広東日立工機有限公司他２社

  については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用する方法に変更し、また、(株)日工 

  タナカエンジニアリング他６社については決算日を３月31日に変更しております。 

  この結果、広東日立工機有限公司他２社については、平成22年１月１日から平成22年９月30日までの９ヶ月の

  財務諸表、(株)日工タナカエンジニアリング他６社については平成22年３月１日から平成22年９月30日までの

  ７ヶ月の財務諸表を連結しております。 

 ②資産除去債務に関する会計基準の適用   

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31 

  日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を 

  適用しております。 

  当社及び連結子会社では、不動産賃借契約に係る原状回復義務及びPCB等の有害物質含有資産の除去義務に関

  して資産除去債務を計上しております。これによる損益への影響は軽微であります。 

  また、これらの会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は240百万円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,541 9,922

預け金 18,056 15,197

受取手形及び売掛金 33,003 35,985

たな卸資産 41,926 43,955

繰延税金資産 3,886 3,799

その他 2,363 2,135

貸倒引当金 △606 △655

流動資産合計 108,171 110,341

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,061 11,450

機械装置及び運搬具（純額） 4,741 5,305

土地 2,764 3,420

その他（純額） 2,029 2,029

有形固定資産合計 20,597 22,206

無形固定資産   

のれん 4,812 4,989

その他 1,605 1,825

無形固定資産合計 6,418 6,814

投資その他の資産   

投資有価証券 1,047 1,216

繰延税金資産 1,505 1,460

その他 2,278 2,308

投資その他の資産合計 4,831 4,985

固定資産合計 31,846 34,005

資産合計 140,018 144,347
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,887 8,267

短期借入金 12,438 14,448

未払費用 7,443 6,955

未払法人税等 491 591

役員賞与引当金 36 90

資産除去債務 37 －

その他 3,603 3,370

流動負債合計 32,938 33,724

固定負債   

退職給付引当金 3,063 3,009

役員退職慰労引当金 308 487

資産除去債務 215 －

その他 781 392

固定負債合計 4,368 3,889

負債合計 37,307 37,614

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,813 17,813

資本剰余金 21,558 21,557

利益剰余金 87,926 89,000

自己株式 △13,632 △13,635

株主資本合計 113,665 114,735

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △175 △81

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 △11,659 △8,851

評価・換算差額等合計 △11,836 △8,932

少数株主持分 881 930

純資産合計 102,711 106,732

負債純資産合計 140,018 144,347
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 56,168 59,494

売上原価 34,590 38,528

売上総利益 21,577 20,965

販売費及び一般管理費 19,394 19,974

営業利益 2,182 991

営業外収益   

受取利息 101 128

受取配当金 9 8

為替差益 30 －

不動産賃貸料 281 303

貸倒引当金戻入額 1 －

その他 121 164

営業外収益合計 544 603

営業外費用   

支払利息 193 154

為替差損 － 187

持分法による投資損失 16 －

固定資産除却損 37 37

不動産賃貸費用 138 148

その他 85 56

営業外費用合計 470 584

経常利益 2,256 1,010

特別利益   

土地売却益 103 348

投資有価証券売却益 164 －

特別利益合計 267 348

特別損失   

訴訟和解金 － 239

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21

PCB処理費用 － 47

付加価値税修正損 349 －

特別損失合計 349 307

税金等調整前四半期純利益 2,174 1,052

法人税等 1,428 861

少数株主損益調整前四半期純利益 － 190

少数株主利益 21 47

四半期純利益 724 143
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,174 1,052

減価償却費 1,917 1,857

退職給付引当金の増減額（△は減少） 117 74

受取利息及び受取配当金 △110 △136

支払利息 193 154

売上債権の増減額（△は増加） 557 △494

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,802 △904

仕入債務の増減額（△は減少） △3,674 2,784

未払金の増減額（△は減少） △296 105

未払費用の増減額（△は減少） 583 844

その他 786 64

小計 5,052 5,402

利息及び配当金の受取額 110 136

利息の支払額 △195 △157

特別退職金の支払額 △391 －

法人税等の還付額 1,928 79

法人税等の支払額 △915 △1,036

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,588 4,423

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △608 －

投資有価証券の売却による収入 338 7

有形固定資産の取得による支出 △751 △880

有形固定資産の売却による収入 129 1,049

無形固定資産の取得による支出 △185 △83

その他 44 33

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,031 126

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 900 △737

長期借入れによる収入 － 539

自己株式の取得による支出 △1 －

自己株式の売却による収入 11 4

配当金の支払額 △1,220 △1,214

その他 △78 △42

財務活動によるキャッシュ・フロー △388 △1,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 232 △621

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,399 2,477

現金及び現金同等物の期首残高 16,688 25,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,088 27,598

日立工機㈱（6581）平成23年3月期　第2四半期決算短信

7



 該当事項はありません。  

  

  

1. 報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源 

 の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。 

  当社は、製品・サービス別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

   したがって、当社は、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「電動工具事業」、「ライフサイ 

 エンス機器事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  「電動工具事業」は、電動工具等を製造、販売しております。「ライフサイエンス機器事業」は超遠心機、 

 冷却遠心機等のライフサイエンス機器を製造、販売しております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）         

       (注)１.  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  

      ２.  各事業区分の主要製品  

  

3. 地域別売上高に関する情報  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

(注)売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。                   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

  

報告セグメント  

  

調整額 

(百万円) 

  

四半期連結損

益計算書計上

額   

(百万円)  

(注1) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高 56,572 2,922 59,494  ― 59,494 

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 56,572 2,922 59,494 ― 59,494 

 セグメント利益 144 847 991 ― 991 

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、レーザー測定具 

(墨出し器・距離計)、アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品） 

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用連続超遠心機 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

18,071 5,058 19,795 12,849 3,718 59,494 

日立工機㈱（6581）平成23年3月期　第2四半期決算短信

8



[参考情報] 

(1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  (注)１. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

    ２. 各事業区分の主要製品 

  

(2)地域別売上高に関する情報  

  前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注)売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

  

報告セグメント  

  

調整額 

(百万円) 

  

四半期連結損

益計算書計上

額    (百

万円) (注１)

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高 53,454 2,714 56,168  ― 56,168 

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 53,454 2,714 56,168 ― 56,168 

 セグメント利益 1,492 690 2,182 ― 2,182 

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、レーザー測定具 

(墨出し器・距離計)、アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品） 

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用遠心機 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

18,042 4,100 18,882 12,000 3,141 56,168 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

日立工機㈱（6581）平成23年3月期　第2四半期決算短信

9




